
 

 6月 24日（水）に第 7回小中一貫校準備会議が開催されました。今回は次のような 3 つの内容について話

し合いが行われました。 

            

                                        

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の会議は 9月下旬の予定です。                              

 １．前回以降の取り組みについて 

【事務局】 

・基本設計が完了し、これを基に実施設計を 

行っている。 

・10月頃より、中学校校舎の解体、新校舎 

建築に入っていく予定。 

・通学路整備について、生駒北中学校東側の県道の歩道部分を整備する予定。 

・今年夏休みに中学校が小学校へ移動し、平成 28年 4月から小中一貫教育を開始。平成 29年 3月に

新校舎完成後、4月から新校舎へ。 

【学校】 

・校舎お別れ式を計画中。（中学校） 

・小中一貫教育カリキュラムの作成を進行中。 

【保護者】 

・平成 28年度から育友会をひとつにする。 

・意見を集めるため、保護者と育友会の間に「iどばた会議」を設けている。 

・サクラプロジェクトを計画中。 

・育友会も校舎とのお別れイベントを考えていきたい。 

【自治会】 

・具体化が進むことで通学路の条件がよくなってきたことを実感している。 

・サクラプロジェクトを学内だけでなく、沿道に広げてほしい。 

・小中一貫教育の推進について、学校に対して自治会が協力できることがあれば要望してほしい。 

 

 

 

 

小中一貫校準備会議だより 
第 7号  （2015年 7月 生駒市教育委員会） 

生駒市ホームページには議事録や資料を掲載しております。 

小中一貫教育のページは次のとおりです。 

http://www.city.ikoma.lg.jp/kashitsu/15200/03/01.html   

 ２．高山スーパースクールゾーン構想について 

 事務局から報告。 

 ・生駒北小学校の跡地に、(仮称)高山認定こども

園を平成 30 年 4月に開園、(仮称)生駒北給食セ

ンターを平成 31年度中に設置予定。 

 

 

 

 

 ３．学校の名称について 事務局から提案。 

 ・新しい通称名を児童、生徒、保護者、地域

の方から募集し、広く意見を聞き、検討して

いきたい。 

年度が新しくなり、参加者に変更がありました。 

(座 長)   小柳 和喜雄 

(保護者)   向井 一(新)   早野 琢雄(新) 

(自治会)   西井 清司(新) 有山 喜八郎 

(生駒北小)   山本 均(新)   上谷 麻子(新) 

(生駒北中)   小中 一弘(新) 松島 誠周 

http://www.city.ikoma.lg.jp/kashitsu/15200/03/01.html

